
 

 

用語説明（50音順） 
語  句 

（掲載ページ） 
内    容 

エリアマネジメント 
（14） 

地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるため、住民・事業主・地権者等が主体的に

行うハード、ソフト両面の多様な取組。 

クールスポット 
（12） 

気温が高い夏季においても、多様な緑化、水辺、日陰の創出などによって周辺よりも気温が低い場

所。自然由来のものに加え、近年では都市部でのヒートアイランド現象緩和に向けて人工的に創出する

動きが活発化。 

高次都市機能 
（5） 

都市機能のうち、日常生活の圏域を超えた広域地域を対象とする多くの人々を対象にした、質の高い

サービスを提供する機能。 

コンセプト 
（1、2、6、7） 

元来の意味は「概念」、「観念」であるが、まちづくり計画などでは「計画全体に貫かれた骨格となる発想

や観点」という意味合いで用いられる。 

コンソーシアム 
（3） 

共同体、共同事業体。 

コンパクトシティ 
（5） 

都市的土地利用の郊外への拡大を抑制するとともに中心市街地の活性化を図り、生活に必要な諸機

能が近接した効率的で持続可能な都市の姿。 

姫路市では平成21年3月策定の姫路市総合計画「ふるさと・ひめじプラン2020」において、複数のコン

パクトで充実した地域生活圏と高次機能を有する都心部を形成し、これらが有機的に交流、連携する

「姫路スタイルのコンパクトシティ」を目指すこととしている。 

コンベンション 
（1） 

広義には集会や会議、大規模な見本市や催し物などの総称。狭義には団体、学会、協会等が主催す

る総会、学術会議など。キャスティ21イベントゾーンでの導入機能である「国際交流・研究集会・コンベ

ンション機能、高等教育・研究機能等」では広義の意味合いが強い 

サテライトキャンパス 
（3） 

大学や大学院の本部から地理的に離れて、通学者にとって利便性の高い都心部、ターミナル駅周辺

などに設置されるキャンパス。 

事業コンペ 
（19、20、21、22、23、

25、26） 

建築物等の設計だけでなく、事業内容、事業計画、取得土地価額など事業全体の提案により、事業実

施主体を選定する競技（コンペ）。 

社会人リカレント教育 
（3） 

学校教育を終えた後の社会人が大学等の教育機関を利用して受ける教育。 

スカイライン 
（13、20、22） 

山や建物などが空を区切ってつくる輪郭。 

地区計画、 

地区整備計画 
（14、17、19、22、23） 

従来のまちづくりは「都市レベル」の都市計画法と個々の「敷地レベル」の建築基準法を基本としてお

り、その中間領域の「地区レベル」におけるまちづくりに十分な対応ができていなかった。このため、昭和

55年に「地区レベル」のまちづくりに対応する制度として地区計画が創設。 

地区の状況や特性に応じて、地区レベルで必要な細街路や広場等の配置及び建築物の形態、用途、

敷地等に関する事項をトータルプラン（総合的な計画）として定め、区域内における建築行為、開発行

為等を計画に照らし合わせて規制・誘導する手法。地区計画は、「地区計画の方針」と具体的なまち

づくりルール「地区整備計画」の2段階計画であり、地区の実情に応じて決定。 

テクノポリス 
（5） 

テクノポリスとは、高度技術集積都市を意味する。本文では、昭和58年に制定された高度技術工業集

積地域開発促進法（テクノポリス法）に基づき、テクノポリスに指定された全国26地域の1つである「西

播磨テクノポリス」を指す。西播磨テクノポリスは姫路市を母都市とし、相生市・龍野市・赤穂市等、自

然的、社会的、経済的に一体性を有する４市10町を対象圏域とし、産・学・住の機能を備えた「人と自

然と科学が調和する都市」を建設する計画。西播磨テクノポリスの中心都市が播磨科学公園都市。 

デッキ 
（9、11、16、21、23） 

ここでのデッキは、「ペデストリアンデッキ」を略して用いている。 

ペデストリアンデッキとは、高架等によって地表面の車道から立体的に分離された歩行者専用の通路

の意味。車道を横断することを目的とする横断歩道橋の機能に加え、車道を挟んだ建物間を連絡する

立体的歩行者専用通路を意味する。 

バリアフリー 
（10） 

「バリア（障壁）」を「フリー（取り除く）」、つまり障壁となるものを取り除き、生活しやすくすることを意味す

る。狭義には道路や建物内の段差など物理的な障壁を除去することを指す。広義には、物理的な障

壁に加え、例えば、外国人にとっての言語障壁や地理丌案内な人に対する案内情報まで、ハード・ソフ

ト両面での障壁除去を意味する。 

ヒートアイランド現象 
（12） 

都市部において、高密度にエネルギーが消費され、また、地面の大部分がコンクリートやアスファルトで

覆われているために水分の蒸発による気温の低下が妨げられて、郊外部よりも気温が高くなっている現

象をいう。都市の中心部に高温の等温線が島のように見えるためにヒートアイランドという名称が呼ばれ

ている。 

ヒューマンスケール 
（8、10） 

物の大きさや人と空間との関係を人間の身体や体の一部分の大きさを尺度にして考えること。人間の

感覚や動きに適合した適切な空間の規模や物の大きさのこと。身体尺度。 

ファサード 
（13、17） 

建物の正面、または建物の外観を構成する主要な立面。 



 

 

 


